
■情報提供 15:30〜15:45
「医薬品に混入するニトロソアミン類に対する取り組みとQualityHugⓇ」

沢井製薬株式会社 学術部 飯塚 亮太

■ 演題1 活動報告 15:45〜16:30
座長：弘前大学大学院医学研究科 薬剤学講座教授 新岡 丈典 先生
① 「現場でどう変わったか？ 疑義照会簡素化プロトコール運用のリアル

と成果」
演者： さいとう調剤薬局 齋藤 武 先生
② 「調剤薬局と連携し白内障手術予定患者を対象に服薬情報等提供料

の実施に向けた取り組み」
演者： 黒石市国民健康保険病院薬剤科 大平 尚武 先生
③ 「これからのプロトコールへ 次のアクション」
演者： 弘前市薬剤師薬局津軽 加藤 傑 先生

■ 演題2 16:30〜17:15
座長： 弘愛会病院 薬局長 上田 寿夫 先生
演者： 弘前大学医学部附属病院 薬剤部 照井 一史 先生

「医療安全を実現する薬剤管理への取組 ̶ 地域薬局との協働事例
から学ぶ ̶」

• 入院前患者に対する持参薬確認の取り組み
• 弘前大学医学部附属病院の疑義照会簡素化プロトコールの運用

共催： （一社）弘前薬剤師会・青森県病院薬剤師会弘前支部・
沢井製薬株式会社

日病薬病院薬学認定薬剤師制度領域（1単位）（申請中）
日本薬剤師研修センター「集合研修」（1単位）（申請中）
※日病薬病院薬学認定薬剤師制度の単位を申請される場合は、参加費1000円（非課税）を当日会場にて申し受けます。

薬薬連携セミナー
【ごあいさつ】
平素より地域医療ならびに薬薬連携の推進にご尽力いただき、心より御礼申し上げます。
今回の薬薬連携研修会では、疑義照会簡素化プロトコールの運用、入院前患者の持参薬
確認、そして地域薬局と病院の協働による医療安全の取り組みについて共有し、さらなる連
携の深化を目指します。
皆さまの実務に役立つ内容となるよう準備いたしました。
ぜひご参加いただき、地域の連携強化にともに取り組んでまいりましょう。

日 時 令和8年1月17日（土）15：30～17：15
会 場 弘前パークホテル4階 フィオーレ

青森県弘前市土手町126 Tel 0172‐31‐0089
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